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ヒドラジン無注入による給水処理法【AVT(O)】の適用性評価研究(第 5 報)

- HRSGにおける新給水処理法のテストピースによる耐食性評価結果について-

 

 

目  的 

近年、ヒドラジンによる健康影響および流れ加速型腐食(FAC)対策の観点から、

コンバインドサイクルプラントの排熱回収ボイラ(HRSG)を中心に電力各社で

ヒドラジン無注入の給水処理法の導入検討が進められている。本研究では、テ

ストピース耐食試験により、新給水処理法を適用した場合の鋼材の長期耐食性、

高 pH 運用による腐食抑制効果ならびに銅合金への影響を評価した。 

 
 

 
主な成果 

通常運転時の水質レベル(不純物、溶存酸素濃度)が維持できれば、ヒドラジン

無注入の給水処理法を適用しても、給水系統（150℃模擬給水）における鋼材の

耐食性は長期的にも問題ないことが判った。また、ヒドラジン無注入で高 pH 運

用を行えば、鋼材の腐食量は低減し、マグネタイト保護皮膜の結晶成長も促進

される傾向が見られ、復水系統（50℃模擬復水）における銅合金の耐食性にも

問題ないことが判った。 
従って、ヒドラジン無注入で高 pH 運用を適用すれば、復水系統の銅合金に大

きな影響を及ぼすことなく、高い FAC 抑制効果が期待できることが判った。 

 
 



 
 

 
図 1 150℃模擬給水中で浸漬した鋼材の腐食量 

 
図 2 50℃模擬復水中で浸漬した銅合金の腐食量 
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